
 

令和元年度 

八代市議会経済企業委員会 視察報告書 

 

 

 

■視察日程 

  令和２年１月２１日（火）～２３日（木） 

 

 

■視察先 

  １月２１日 午後  兵庫県豊岡市 

 

  １月２２日 午前  京都府宮津市 

 

  １月２３日 午前  兵庫県姫路市 

 

 

■視察参加者 

【委員会】委 員 長    村川 清則 

副委員長    谷川  登 

委  員    上村 哲三 

委  員    鈴木田幸一 

委  員    田方 芳信 

委  員    野﨑 伸也 

委  員    山本 幸廣 

 

【執行部】農林水産部長  沖田 良三 

 

【随 行】議会事務局   中川 紀子 



■視察先及び目的 

 １ 兵庫県豊岡市 

  『コウノトリ育むお米と豊岡スマート農業プロジェクトについて』 

    豊岡市では、コウノトリ育む農法による米作りが行われており、最初、数件の農

家から始まった取り組みは、若手生産者や無農薬栽培を目指してＩターンした生産

者にまで広がり、「コウノトリを農業で支える」というスタイルが定着してきた。

今では、４００ヘクタールを超える田んぼで「コウノトリ育む農法」が行われてい

る。コウノトリの餌をふやすという明確な目的のもと、農薬や化学肥料に頼らず、

美味しいお米と多様な生き物を同時に育む「コウノトリ育む農法」の事業について、

また、２０１８年５月３１日よりＩoＴを活用して、この農法の水田管理省力化を

目指す実証事業を始められ、この実証事業は、農家が管理する水田に通信回線を利

用した水田センサーを設置することで、農家の方はスマートフォンなどで水位を確

認できるようになり、見回りの回数の削減や見回り時間の短縮による省力化とコス

ト削減を図ることができるようになった。また、水位データに異常値が確認された

ときは自動でメール通知する仕組みを備えている。セルラーＬＰＷＡを利用した水

田の水位監視は国内初の取り組みである事業を参考とするとともに、今後の委員会

活動に生かすことを目的とする。 

  

２ 京都府宮津市 

  『観光革命の推進について』 

    宮津市では、地域経済力を高める「自立循環型経済社会構造への転換戦略」のも

と、天橋立に代表される観光資源や、海・里・山の地域資源を最大限に活かした内

発型産業の創出を雇用の確保に取り組んでいる。また、宮津市を含む京都府北部地

域は、平成２６年７月に「海の京都観光圏」として認定を受け、地域ブランドの確

立と滞在型観光地への転換を図り、今後５年間で「日本の顔」となる観光地となる

よう取り組みを進めている。日本三景「天橋立」に代表される豊かな自然や地域特

性を活かした魅力創出など、観光客の満足度を高めリピーターの増加を図るととも

に、外国人旅行客の受入環境の整備・充実など観光まちづくりを総合的に推進して

いる事業を参考とするとともに、今後の委員会活動に生かすことを目的とする。 

  

３ 兵庫県姫路市 

  『姫路市農林水産振興ビジョンについて』 

    姫路市は都市部や自然環境など多様な地域を有する姫路市の特性を活かし、後継

者等の人材育成を支援するとともに、農林水産業の経営基盤の強化を図り、地域の

暮らしとの結びつきをより深め、生産者と消費者がともに自然の恵みを享受できる



活力ある農山漁村づくりを進めるため、「安全・安心、新鮮で良質な姫路産の農林

水産の生産・流通・消費」と、「人々が生き生きと暮らし、都市と交流する農山漁

村の創出」を中心とした「姫路市の多様な地域資源を活かした安全・安心で元気な

農振水産の実現」を目指している事業を参考とするとともに、今後の委員会活動に

生かすことを目的とする。 



兵 庫 県 豊 岡 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和２年１月２１日（火） １４：４５～１６：１５ 

 

２ 調査事項  『コウノトリ育むお米と豊岡スマート農業プロジェクトについて』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

（１）事業の概要 

（２）取り組み内容 

（３）事業の成果・効果 

（４）市民からの評価 

（５）問題点や今後の課題 

※上記内容については、ＤＶＤ鑑賞後、説明。 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 取り組みの中で、担当者は何人いるのか。 

Ａ１ 係は、５名。もともとはコウノトリ共生課というコウノトリ野生復帰を推進する

課で、環境や農業なども取り組んでいた。放鳥されて少し形になってきたあたり

で農林水産課となり、もともと農林水産課は普通の農業事業をしていた。その中

に、環境農業推進係が新しくできて今に至っている。 

Ｑ２ 無農薬で肥料に頼らないお米の作り方というようなことで、スマートフォンを使

った管理などの説明があったが、コウノトリが減少する中、豊岡市については、  

５０から６０羽程度が生育しているというようなことであるが、今後、コウノト

リがたくさん飛んでくるためにはいろんな取り組みあると思うが、農家の声とい

うのを聞きたい。皆で取り組んだということであるが、今後の進め方について気

になる。また、食い違う農家がいるのではないかと思うがその辺の話を聞かせて

欲しい。 

Ａ２ 農家さんの中には、コウノトリ農法はしない。と言われる方もいる。管理が大変

だということもある。実際、無農薬でするとなるとかなり管理が大変な部分があ

ろうかと思う。１軒の農家でするには限界がある。田植えの時期も、一般のお米

よりも 1カ月ずらした田植えになる。必ず、コウノトリのためになるからといっ

て、やられる方ばかりではない。 

   最近入って来られる方は、収量が少なくても買い取り金額など掛けると、ある程

度いいところにいくということで入って来られる。 



   ２０１８年度に金沢大学の社会学の先生がアンケートをされ、農法参加のきっか

けとして野生復帰への貢献というのを選んだ生産者は１５％しかなかった。しか

し、やりがいとして選んだ生産者が３４％に上がった。経済的に優位性をきっか

けに選んだ生産者の２０％は環境保全への貢献をやりがいとして選択した。始め

てしまえば意識が変わるのかなと思う。 

   しかし、今は機械が高いとか、市のアプローチの仕方が大口の農家さんに集中し

ているため、正直このままだと限界がありつつあるのかなと思う。もう少し小口

の農家とか兼業農家とかが、スマート農業などの取り組みを利用して無農薬の栽

培がやり易いようにするともっと面積的なものもふてえて行くのかなと思う。自

然界のことを考えると必ずしもこの農法だけではなくて、いろんな農法、いろん

な農地、いろんな形態の土地がパッチワーク状に広がっているような環境を整え

る。そこに向かって農政も誘導していく必要があるのかなと思う。 

Ｑ３ 補助対象にされた田植え機、国の２分の１（地方創生）、あと、市がどれくらい

補助されたか。 

Ａ３ 農家さんが３分の１、購入費用の３分の２を市が補助したうちの２分の１が地方

創生、財源となる。 

Ｑ４ 台数的にはどれくらい普及しているか。 

Ａ４ 十数台。まだまだ、広がっていない。 

Ｑ５ 十数台の中で共同でされているところはないのか。 

Ａ５ 共同は１台だけ。あとは、個人。 

Ｑ６ 水田センサーの機械は、幾らくらいか。 

Ａ６ まだ、販売されていないが、１本５，６万くらい。 

クラウドの使用料が月々２０００円、通信費が１本当たり、３００円。 

   まだ高いので、改良の余地はある。 

   直接、通信できることは良いことである。中山間が多いところなので親機があっ

て、そこから子機と通信するというのは、これまでもあったが、直接通信できる

となると単体で設置ができるため、そういったメリットは安くなればできると思

う。 

Ｑ７ 鳥獣被害についてはどうか。 

Ａ７ 鹿の被害が全国の中でも上位のほうである。年間に狩猟というのを含めると、年

間鹿の捕獲が６５００トン。この５年間の間に３万頭をはるかに超えている。 

   特に兵庫県の北部地域は、平成２５，６年あたりから被害がふえてきている。 

   鳥獣対策につきましては、専門の嘱託職員を２名採用している。この職員が地域

に入って陳情や苦情なりを聞いて、豊岡市の鳥獣捕獲班という組織が約１００名

いて、そこと連携をとって活動をしている。 



Ｑ８ 捕獲報奨金１頭あたりいくらか。 

Ａ８ 鳥獣捕獲班の方には、捕獲の処分費も含めて１万６０００円。捕獲班の中でも精

鋭隊があり、それに携わっている方は１万６０００円にプラス２万円出している。 

 

※添付資料 

・コウノトリ育むお米のひみつ 

・コウノトリと共に生きる 

・議会概要、議会だより 

 

※視察の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 



京 都 府  宮 津 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和２年１月２２日（水）９：３０～１１：００ 

 

２ 調査事項  『観光革命の推進について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

  （１）事業の概要及び経緯 

（２）取り組み内容 

（３）事業の成果・効果 

（４）今後の課題や問題点 

※上記内容の詳細については、別添「宮津市の観光まちづくり施策について」を参照。 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 京都舞鶴港に大型クルーズ客船が入港するとのことであるが、宮津市の宿泊数が

１９．４％ということで少ないと、逆に城崎町が６６．９％ということで通り抜

けて終点まで行って宿泊するというような中で、日帰りの客数も含めて、今後の

大型クルーズ客船が入港したときにいかにして宮津市に宿泊をさせるかという

問題と、どのような国の方が来られるのか教えていただきたい。 

Ａ１ 今年４月に来るクルーズ客船は台湾の船で、５０００人乗船できるクルーズ客船

が来航する。イタリアの船であっても中国の方、欧米の方も来られるが、旅行会

社が舞鶴に寄港するなど決められるので、当市からは来て欲しいなどは言えない。 

   ただ、アジア系の旅行者が多いのは確かである。また、クルーズ客船の方が宿泊

されるというのは、今の流れの中ではない。なぜかというと、朝来ても夕方には

出るので宿泊はないので、そこの受入は難しい。 

    しかし、今回はクルーズ客船で来て宮津市の天橋立や海の京都を観光してもら

って、次回は飛行機で来てもう１回この地域を観光したいと思えるような案内を

したいと思う。 

Ｑ２ マナー問題についてはいかかが。 

Ａ２ あまりその問題はない。きちんとした案内や説明をすることにより問題はない。 

Ｑ３ 舞鶴港から宮津市まで来る道路状況、観光地に来たときのバスの駐車場の確保状

況はどうなっているのか。 

Ａ３ クルーズ客船を企画する会社がどこに行くかのオプショナルツアーを作られる。

その時点で、メーンは京都市とかがほとんど多い。ただ、一部天橋立のほうにも  



バスで来てもらったり、京都丹後鉄道というのが西舞鶴から宮津天橋立まで来て

いるので、そこで降りてシャトルバスで港から西舞鶴駅まで来て列車に乗車して

天橋立まで来ていただくというフリーの観光客が多い。 

   バスについては、天橋立にある駐車場を予約を入れて確保したうえで来られるの

で支障があるとかは聞いていない。 

   メーンはクルーズ客船の企画会社がされているのを海の京都の方で、その一部を

海の京都の中で回せるような形をここ２，３年で窓口を切り開いてきたため、こ

れまでできなかったことが逆にできるようになってきた。 

Ｑ４ 観光消費額が目標に到達するのが難しいということであるが、３１年度までの計

画なので、今後のはいま作成中だと思うが、循環型で実施する観光全般的なこと

をして、仕事をふやし定住人口をふやして行こうという話だと思う。人口流出と

いうことで厳しいという状況が見えるが観光の仕事をしている人たちが外の出

て行っているのか。 

Ａ４ そうではなく、自然減でいわゆる高校までは地元で、大学への進学率が高くなっ

てきたときに、都会に出てしまう。 

Ｑ５ インバウンドへの対応ということで多言語表示とかキャッシュレス化というの

は今からの課題ということか。 

Ａ５ 今もされているところもあるが、まだ目に見えてきてても必要性に捉われてない。 

   しかし、少しずつではあるが普及してきている。 

Ｑ６ 宮津市では、外国人労働者はどのくらいいるのか。 

Ａ６ 現在は、あまり浸透していない。ただ、労働者が減っているという部分を解消す

るために海の京都の中でも伊根町とか与謝野町はその動きをしたいとのことで

いろんな情報収集をされている。また、宮津市も商工会議所の方が外国人の人材

を活用できないか調査している。 

 

※別添資料 

・みやづ まちひと しごと【概要版】 

 ・海の京都、２０２０丹後ちりめん創業３００年 

 ・日本三景 天橋立（旅のかわら版）など 

 ・平成３１年度版 議会要覧、市議会だより 

 

 

 

 

 



 

※視察の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



兵 庫 県 姫 路 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和２年１月２３日（木）１０：００～１１：３０ 

 

２ 調査事項  『姫路市農林水産振興ビジョンについて』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

（１）事業の概要 

（２）策定の目的 

（３）今回改訂された事業の内容 

（５）今後の課題や問題点 

※上記内容については、別添「姫路市農林水産振興ビジョン」、を参照。 

 

５ 主な質疑応答 

Ｑ１ 林業の部門について、木材価格の低迷による、森林所有者の木材生産意欲の減退

の中で、市民全体で取り組む百年の森づくりということであるが、この百年の森

づくりことについて教えていただきたい。 

   林業の低迷により、当市でも木材を利用したペレット状の木材で温泉の原料（バ

イオマス）にしているが、そのような計画は現在あるのか教えていただきたい。 

Ａ１ 百年の森構想というのは、何年か前に農林部門の方がつくったビジョンいう形に

なる。一番のイメージとしては、森の循環、木材の循環ということでつくるだけ

ということではなくて、最後まで面倒を見るということを一貫して、木質バイオ

マスの搬出という事業もあるが全てがまだ順調にいっているわけではない。その

前に担い手不足だとか、林業の間伐さえされてない林野がある。 

Ｑ２ 林業大学はあるのか。先ほどは農業大学校とか先ほど話があったので。 

Ａ２ 農業の研修部門は、多々ある。林業については兵庫県が実施している山の大学校

というのがある。宍粟市が主で実施している。毎年、林業をやりたいという十数

人が２年間、頑張ってやっている。姫路市の農業大学校も同様、授業料がほとん

どないため行きやすいし、ものづくり大学校とかも姫路市にはある。 

Ｑ３ ６次産業化はどのくらい進んでいるのか。 

Ａ３ 農協がしているが、昔は県の農業改良普及センターと生活改良普及センターがあ

り、生活改良普及センターの方が集落に行って、みそとか醤油をつくったりして

たが、最近はジャムとかになっているが、大々的に成功している例というのはな

い。 



Ｑ４ ６次産業化のための研究施設などはあるのか。 

Ａ４ 県の本庁舎の方に６次産業化の支援施設がある。そこにいろんなアドバイザーが

いるので、各部門に応じて相談会をしている。６次産業化は施設を持っていない

といけないため、実際にしているところは企業がバックについていて行っている。 

   個人では、なかなか余裕はない。 

 

※参考資料 

・姫路市農林水産振興ビジョン（概要版） 

・姫路市の水産業 

・行きたい！食べたい！めっちゃうま、行こう！魚の商店街 

・議会要覧、議会報ひめじ 

 

※視察の様子 

 

 

 

 

 



 

<< 各委員所見 >> 
































































